
【表紙】 　
【提出書類】 四半期報告書

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の７第１項

【提出先】 関東財務局長

【提出日】 平成24年８月10日

【四半期会計期間】 第105期第１四半期（自  平成24年４月１日  至  平成24年６月30日）

【会社名】 株式会社  鹿児島銀行

【英訳名】 THE KAGOSHIMA BANK,LTD.

【代表者の役職氏名】 取締役頭取    上村  基宏

【本店の所在の場所】 鹿児島県鹿児島市金生町６番６号

【電話番号】 ０９９（２２５）３１１１（代表）

【事務連絡者氏名】 取締役総合企画部長    野﨑　満雄

【最寄りの連絡場所】 東京都中央区日本橋三丁目15番２号　株式会社鹿児島銀行　東京事務所

【電話番号】 ０３（３２７２）３１９０

【事務連絡者氏名】 総合企画部東京事務所長    上村  聡

【縦覧に供する場所】 株式会社  東京証券取引所

　 （東京都中央区日本橋兜町２番１号）

　 証券会員制法人  福岡証券取引所

　 （福岡市中央区天神二丁目14番２号）

　 株式会社鹿児島銀行　宮崎支店

　 （宮崎市広島二丁目12番14号）

　 株式会社鹿児島銀行　東京支店

　 （東京都中央区日本橋三丁目15番２号）

EDINET提出書類

株式会社鹿児島銀行(E03598)

四半期報告書

 1/22



第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　
平成23年度
第１四半期連結
累計期間

平成24年度
第１四半期連結
累計期間

平成23年度

　

(自 平成23年
   ４月１日
至 平成23年
    ６月30日)

(自 平成24年
   ４月１日
至 平成24年
    ６月30日)

(自 平成23年
   ４月１日
至 平成24年
    ３月31日)

経常収益 百万円 20,377 18,780 79,310

経常利益 百万円 3,854 2,050 18,051

四半期純利益 百万円 1,840 814 ――

当期純利益 百万円 ―― ―― 8,749

四半期包括利益 百万円 4,297 △335 ――

包括利益 百万円 ―― ―― 15,813

純資産額 百万円 253,815263,304264,488

総資産額 百万円 3,616,7433,637,3683,560,956

１株当たり

四半期純利益金額
円 8.77 3.87 ――

１株当たり

当期純利益金額
円 ―― ―― 41.68

潜在株式調整後１株

当たり四半期純利益金額
円 ―― ―― ――

潜在株式調整後１株

当たり当期純利益金額
円 ―― ―― ――

自己資本比率 ％ 6.76 6.97 7.15

(注) １．当行及び連結子会社の消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式によっております。

２．１株当たり情報の算定上の基礎は、「第４  経理の状況」中、「１  四半期連結財務諸表」の「１株当たり情

報」に記載しております。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額は、潜在株式がないので記載しておりません。

　
２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当行グループ（当行及び当行の関係会社）が営む事業の内容については、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社についても、異動はありません。

なお、連結子会社の株式会社鹿児島地域経済研究所は、平成24年７月１日付で株式会社鹿児島経済研究所に商号を変

更いたしました。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載した

事業等のリスク内容についての重要な変更はありません。

　
２ 【経営上の重要な契約等】

該当事項はありません。
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３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　
(1) 業績の状況

当第１四半期（平成24年４月１日～平成24年６月30日）のわが国経済は、輸出や生産活動に持ち直しの動きがみら

れており、全体として緩やかな改善傾向がみられました。この間、雇用・所得環境にも持ち直しの動きがみられるもの

の、東日本大震災の影響もあり依然として厳しい状況にあります。

　個人消費は復興需要や政策効果により好調な自動車販売等がけん引する形で緩やかに増加しました。投資面では公

共投資が23年度補正予算の効果等から堅調に推移しており、設備投資、住宅投資にも持ち直しの動きがみられました。

このような状況のもと、日経平均株価は、欧州債務問題の再燃を懸念し一時年初来安値を更新しました。また、消費

者物価はおおむね横ばいで推移したものの、依然として緩やかなデフレ状況にあります。

地元経済におきましては、生産活動が低調に推移し、観光関連も勢いがそがれつつあり、全体として厳しい状況が続

いているものの、個人消費の一部に持ち直しの動きがみられ、雇用情勢も緩やかに改善しました。

このような金融経済環境のもと、当行グループの当第１四半期連結累計期間の業績は次のとおりとなりました。

 

○財政状態

預金は、公金預金の減少等により前連結会計年度末に比べ８億46百万円減少して３兆975億69百万円となりました。

また、譲渡性預金は、公金預金の増加等により前連結会計年度末に比べ1,190億１百万円増加して1,719億81百万円と

なりました。

貸出金は、一般向及び公共向ともに減少し、前連結会計年度末に比べ93億97百万円減少して２兆1,944億94百万円と

なりました。

また、有価証券は、社債の増加等により前連結会計年度末に比べ326億29百万円増加して１兆1,365億35百万円とな

りました。

純資産は、その他有価証券評価差額金の減少等により、前連結会計年度末に比べ11億83百万円減少して2,633億 ４

百万円となりました。

　
○経営成績

連結ベースの経常収益は、資金運用収益が貸出金利息及び有価証券利息配当金の減少等により10億６百万円減少し

たことなどから、前第１四半期連結累計期間に比べ15億96百万円減少して187億80百万円となりました。

一方、経常費用は、資金調達費用が預金利息の減少等により１億81百万円、その他業務費用が国債等債券売却損の減

少等により１億39百万円、営業経費が税金の減少等により２億68百万円それぞれ減少したものの、その他経常費用が

貸倒引当金繰入額及び株式等償却の増加等により７億70百万円増加したことなどから、前第１四半期連結累計期間に

比べ２億７百万円増加して167億30百万円となりました。

この結果、経常利益は、前第１四半期連結累計期間に比べ18億４百万円減少して20億50百万円となりました。四半期

純利益は、前第１四半期連結累計期間に比べ10億26百万円減少して８億14百万円となりました。

セグメント情報の業績を示すと次のとおりであります。

a.　銀行業

経常収益は、貸出金利息及び有価証券利息配当金の減少等により前第１四半期連結累計期間に比べ15億  ４

百万円減少して155億51百万円となり、経常費用は、貸倒引当金繰入額及び株式等償却の増加等により前第１四

半期連結累計期間に比べ１億69百万円増加して137億25百万円となりました。この結果、経常利益は前第１四半

期連結累計期間に比べ16億73百万円減少して18億25百万円となりました。

b.　リース業

経常収益は、リース売上高の減少等により前第１四半期連結累計期間に比べ１億円減少して32億41百万円と

なり、経常費用は、リース原価の減少等により前第１四半期連結累計期間に比べ21百万円減少して31億  28百

万円となりました。この結果、経常利益は前第１四半期連結累計期間に比べ79百万円減少して１億13百万円と

なりました。

c.　その他

経常収益は、住宅ローン取扱手数料の増加等により前第１四半期連結累計期間に比べ４百万円増加して　５

億10百万円となり、経常費用は、貸倒引当金繰入額の増加等により前第１四半期連結累計期間に比べ55百万円

増加して３億62百万円となりました。この結果、経常利益は前第１四半期連結累計期間に比べ50百万円減少し

て１億48百万円となりました。
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①  国内・国際業務部門別収支

当第１四半期連結累計期間の資金運用収支は、国内業務部門が前第１四半期連結累計期間に比べ７億36百万円、

国際業務部門が前第１四半期連結累計期間に比べ89百万円それぞれ減少したことから、合計でも８億26百万円減少

して116億11百万円となりました。

役務取引等収支は、国内業務部門が前第１四半期連結累計期間に比べ83百万円減少したことから、合計でも  85

百万円減少して20億40百万円となりました。

また、その他業務収支は、国際業務部門が前第１四半期連結累計期間に比べ35百万円減少したものの、国内業務部

門が前第１四半期連結累計期間に比べ１億67百万円増加したことから、合計でも１億32百万円増加して９億54百万

円となりました。

種類 期別
国内業務部門 国際業務部門 相殺消去額(△) 合計

金額(百万円) 金額(百万円) 金額(百万円) 金額(百万円)

資金運用収支
前第１四半期連結累計期間 12,236 201 ―― 12,437

当第１四半期連結累計期間 11,499 111 ―― 11,611

  うち資金運用収益
前第１四半期連結累計期間 12,941 280 18 13,202

当第１四半期連結累計期間 12,049 149 2 12,195

  うち資金調達費用
前第１四半期連結累計期間 704 79 18 764

当第１四半期連結累計期間 549 37 2 584

役務取引等収支
前第１四半期連結累計期間 2,112 13 ―― 2,126

当第１四半期連結累計期間 2,028 12 ―― 2,040

  うち役務取引等

  収益

前第１四半期連結累計期間 2,785 19 ―― 2,804

当第１四半期連結累計期間 2,727 16 ―― 2,744

  うち役務取引等

  費用

前第１四半期連結累計期間 673 5 ―― 678

当第１四半期連結累計期間 699 4 ―― 703

その他業務収支
前第１四半期連結累計期間 725 97 ―― 822

当第１四半期連結累計期間 893 61 ―― 954

  うちその他業務

  収益

前第１四半期連結累計期間 3,488 137 ―― 3,626

当第１四半期連結累計期間 3,557 61 ―― 3,619

  うちその他業務

  費用

前第１四半期連結累計期間 2,763 40 ―― 2,803

当第１四半期連結累計期間 2,664 ―― ―― 2,664

(注) １．「国内業務部門」は当行及び連結子会社の円建取引、「国際業務部門」は当行の外貨建取引であります。ただ

し、円建対非居住者取引等は国際業務部門に含めております。

２．相殺消去額は、国内業務部門と国際業務部門の間の資金貸借の利息であります。

３．資金調達費用は、金銭の信託運用見合費用(前第１四半期連結累計期間２百万円、当第１四半期連結累計期間

１百万円)を控除して表示しております。
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②  国内・国際業務部門別役務取引の状況

当第１四半期連結累計期間の役務取引等収益は、国内業務部門が前第１四半期連結累計期間に比べ57百万円減少

(減少率2.07％)したことから、合計でも60百万円減少(減少率2.15％)しました。

また、役務取引等費用は、国内業務部門が前第１四半期連結累計期間に比べ26百万円増加(増加率3.87％)したこ

とから、合計でも25百万円増加(増加率3.74％)しました。

種類 期別
国内業務部門 国際業務部門 合計

金額(百万円) 金額(百万円) 金額(百万円)

役務取引等収益
前第１四半期連結累計期間 2,785 19 2,804

当第１四半期連結累計期間 2,727 16 2,744

  うち預金・貸出

  業務

前第１四半期連結累計期間 629 ―― 629

当第１四半期連結累計期間 674 ―― 674

  うち為替業務
前第１四半期連結累計期間 898 14 912

当第１四半期連結累計期間 883 16 899

  うち証券関連業務
前第１四半期連結累計期間 340 ―― 340

当第１四半期連結累計期間 192 ―― 192

  うち代理業務
前第１四半期連結累計期間 174 ―― 174

当第１四半期連結累計期間 160 ―― 160

  うち保護預り・

  貸金庫業務

前第１四半期連結累計期間 9 ―― 9

当第１四半期連結累計期間 9 ―― 9

  うち保証業務
前第１四半期連結累計期間 155 4 160

当第１四半期連結累計期間 148 0 149

役務取引等費用
前第１四半期連結累計期間 673 5 678

当第１四半期連結累計期間 699 4 703

  うち為替業務
前第１四半期連結累計期間 130 5 135

当第１四半期連結累計期間 127 4 131

(注)  「国内業務部門」は当行及び連結子会社の円建取引に基づく役務取引等であり、「国際業務部門」は当行の外貨

建取引に基づく役務取引等であります。
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③  国内・国際業務部門別預金残高の状況

○  預金の種類別残高(末残)

種類 期別
国内業務部門 国際業務部門 合計

金額(百万円) 金額(百万円) 金額(百万円)

預金合計
前第１四半期連結会計期間 3,026,574 6,572 3,033,147

当第１四半期連結会計期間 3,090,857 6,711 3,097,569

  うち流動性預金
前第１四半期連結会計期間 1,789,882―― 1,789,882

当第１四半期連結会計期間 1,860,482 ―― 1,860,482

  うち定期性預金
前第１四半期連結会計期間 1,207,921―― 1,207,921

当第１四半期連結会計期間 1,219,719 ―― 1,219,719

  うちその他
前第１四半期連結会計期間 28,771 6,572 35,344

当第１四半期連結会計期間 10,655 6,711 17,367

譲渡性預金
前第１四半期連結会計期間 200,913 ―― 200,913

当第１四半期連結会計期間 171,981  ―― 171,981

総合計
前第１四半期連結会計期間 3,227,488 6,572 3,234,061

当第１四半期連結会計期間 3,262,839 6,711 3,269,550

(注) １．流動性預金＝当座預金＋普通預金＋貯蓄預金＋通知預金

２．定期性預金＝定期預金

３．国内業務部門は当行の円建取引、国際業務部門は当行の外貨建取引であります。ただし、円建対非居住者取引

は国際業務部門に含めております。
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④  貸出金残高の状況

○  業種別貸出状況(残高・構成比)

業種別
前第１四半期連結会計期間 当第１四半期連結会計期間

貸出金残高
(百万円)

構成比(％)
貸出金残高
(百万円)

構成比(％)

国内(除く特別国際金融取引勘定分) 2,109,457100.00 2,194,494100.00

  製造業 162,064 7.68 171,255 7.80

  農業，林業 41,296 1.96 43,978 2.00

  漁業 8,363 0.40 10,395 0.47

  鉱業，採石業，砂利採取業 2,549 0.12 2,378 0.11

  建設業 63,370 3.00 60,751 2.77

  電気・ガス・熱供給・水道業 25,408 1.21 37,203 1.70

  情報通信業 24,399 1.16 24,300 1.11

  運輸業，郵便業 49,957 2.37 55,563 2.53

  卸売業，小売業 282,027 13.37 282,143 12.86

  金融業，保険業 47,503 2.25 56,406 2.57

  不動産業，物品賃貸業 192,226 9.11 199,365 9.08

  各種サービス業 326,178 15.46 350,158 15.96

  地方公共団体 358,560 17.00 359,740 16.39

  その他 525,556 24.91 540,849 24.65

特別国際金融取引勘定分 ―― ―― ―― ――

  政府等 ―― ―― ―― ――

  金融機関 ―― ―― ―― ――

  その他 ―― ―― ―― ――

合計 2,109,457―― 2,194,494――

(注) 「国内」とは当行及び連結子会社であります。
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(2) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当行グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

　
(3) 研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 800,000,000

計 800,000,000

　
② 【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成24年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成24年８月10日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 210,403,655210,403,655

東京証券取引所市場

第一部

福岡証券取引所

権利内容に何ら限定のない当

行における標準となる株式で

あり、単元株式数は1,000株で

あります。

計 210,403,655210,403,655― ―

　
(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　
(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　
(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　
(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
　

(千円)

資本金残高
　

(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成24年４月１日～

平成24年６月30日
― 210,403 ― 18,130,760 ― 11,204,294

　
(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載す

ることができないことから、直前の基準日(平成24年３月31日)に基づく株主名簿による記載をしております。

　
① 【発行済株式】

平成24年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式

504,000
―

権利内容に何ら限定のない当行にお

ける標準となる株式であり、単元株

式数は1,000株であります。

完全議決権株式(その他)
普通株式

208,697,000
208,697 同上

単元未満株式
普通株式

1,202,655
― 同上

発行済株式総数 210,403,655― ―

総株主の議決権 ― 208,697 ―

　
② 【自己株式等】

平成24年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)

株式会社鹿児島銀行

鹿児島県鹿児島市金生町

６番６号
504,000― 504,000 0.23

計 ― 504,000― 504,000 0.23

　
２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期累計期間において、役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】
１．当行の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しておりますが、資産及び負債の分類並びに収益及び費用の分類は、「銀行法施行規則」(昭

和57年大蔵省令第10号)に準拠しております。

　
２．当行は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(自平成24年４月１日  至平

成24年６月30日)及び第１四半期連結累計期間(自平成24年４月１日  至平成24年６月30日)に係る四半期連結財務諸

表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

資産の部

現金預け金 108,423 76,745

コールローン及び買入手形 12,465 96,344

買入金銭債権 9,404 9,731

商品有価証券 157 176

金銭の信託 9,964 11,451

有価証券 1,103,906 1,136,535

貸出金 ※1
 2,203,892

※1
 2,194,494

外国為替 1,215 1,415

リース債権及びリース投資資産 19,563 19,885

その他資産 ※1
 26,473

※1
 28,076

有形固定資産 55,984 55,639

無形固定資産 10,788 10,297

繰延税金資産 711 696

支払承諾見返 26,318 24,611

貸倒引当金 △28,313 △28,733

資産の部合計 3,560,956 3,637,368

負債の部

預金 3,098,416 3,097,569

譲渡性預金 52,979 171,981

コールマネー及び売渡手形 6,821 5,472

債券貸借取引受入担保金 55,963 24,670

借用金 19,719 16,822

外国為替 35 61

その他負債 23,978 20,965

役員賞与引当金 50 12

退職給付引当金 993 1,010

役員退職慰労引当金 738 773

睡眠預金払戻損失引当金 637 637

偶発損失引当金 281 282

繰延税金負債 934 646

再評価に係る繰延税金負債 8,596 8,545

支払承諾 26,318 24,611

負債の部合計 3,296,468 3,374,063

純資産の部

資本金 18,130 18,130

資本剰余金 11,216 11,216

利益剰余金 191,243 191,288

自己株式 △338 △339

株主資本合計 220,252 220,296

その他有価証券評価差額金 20,076 18,859

繰延ヘッジ損益 △360 △371

土地再評価差額金 14,820 14,750

その他の包括利益累計額合計 34,536 33,238

少数株主持分 9,698 9,770

純資産の部合計 264,488 263,304

負債及び純資産の部合計 3,560,956 3,637,368
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
　【四半期連結損益計算書】
　【第１四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
 至 平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
 至 平成24年６月30日)

経常収益 20,377 18,780

資金運用収益 13,202 12,195

（うち貸出金利息） 9,960 9,413

（うち有価証券利息配当金） 3,147 2,725

役務取引等収益 2,804 2,744

その他業務収益 3,626 3,619

その他経常収益 744 222

経常費用 16,523 16,730

資金調達費用 767 586

（うち預金利息） 380 309

役務取引等費用 678 703

その他業務費用 2,803 2,664

営業経費 10,877 10,609

その他経常費用 ※1
 1,396

※1
 2,167

経常利益 3,854 2,050

特別利益 － 1

固定資産処分益 － 1

特別損失 29 245

固定資産処分損 29 94

減損損失 － 151

税金等調整前四半期純利益 3,824 1,806

法人税、住民税及び事業税 1,335 749

法人税等調整額 508 159

法人税等合計 1,843 908

少数株主損益調整前四半期純利益 1,980 897

少数株主利益 139 82

四半期純利益 1,840 814
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　【四半期連結包括利益計算書】
　【第１四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
 至 平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
 至 平成24年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 1,980 897

その他の包括利益 2,316 △1,232

その他有価証券評価差額金 2,347 △1,221

繰延ヘッジ損益 △30 △11

四半期包括利益 4,297 △335

親会社株主に係る四半期包括利益 4,155 △414

少数株主に係る四半期包括利益 141 78
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【会計方針の変更等】

当第１四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日)

 (会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更)

当行及び連結子会社は、法人税法の改正に伴い、当第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に取得し

た有形固定資産については、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しております。

なお、この変更による当第１四半期連結累計期間の経常利益及び税金等調整前四半期純利益への影響額は軽微で

あります。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

※１．貸出金等のうち、リスク管理債権は次のとおりであります。

　
前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

破綻先債権額 4,990百万円 5,321百万円

延滞債権額 26,256百万円 26,494百万円

３ヵ月以上延滞債権額 37百万円 58百万円

貸出条件緩和債権額 28,743百万円 28,443百万円

なお、上記債権額は、貸倒引当金控除前の金額であります。

　
(四半期連結損益計算書関係)

※１．その他経常費用には、次のものを含んでおります。

　
前第１四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年６月30日)

　
当第１四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日)

株式等償却 1,163百万円 株式等償却 1,350百万円

貸倒引当金繰入額 22百万円 貸倒引当金繰入額 420百万円

　
(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期

連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)は次のとおりであります。

　
前第１四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日)

減価償却費 1,249百万円 1,350百万円

　
(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年６月30日)

１．配当金支払額

(決議) 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月28日

定時株主総会
普通株式 839 4.00平成23年３月31日 平成23年６月29日 利益剰余金

　
２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日後

となるもの

該当事項はありません。

　
当第１四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年６月30日)

１．配当金支払額

(決議) 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月27日

定時株主総会
普通株式 839 4.00平成24年３月31日 平成24年６月28日 利益剰余金

　
２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日後

となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年６月30日)

１．報告セグメントごとの経常収益及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

　 報告セグメント

その他 合計 調整額
四半期連結
損益計算書
計上額　 銀行業 リース業 計

経常収益 　 　 　 　 　 　 　

外部顧客に対する

経常収益
16,979 3,026 20,005 371 20,377 ― 20,377

セグメント間の内部

経常収益
76 315 392 134 526 △526 ―

計 17,055 3,342 20,398 506 20,904 △526 20,377

セグメント利益 3,499 192 3,692 199 3,891 △37 3,854

(注) １．一般企業の売上高に代えて、それぞれ経常収益を記載しております。

２．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれていない事業セグメントであり、主なものは保証及びクレジッ

ト業務等であります。

３．調整額は、セグメント間取引消去であります。

４．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。

　
２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

　
当第１四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年６月30日)

１．報告セグメントごとの経常収益及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

　 報告セグメント

その他 合計 調整額
四半期連結
損益計算書
計上額　 銀行業 リース業 計

経常収益 　 　 　 　 　 　 　

外部顧客に対する

経常収益
15,475 2,929 18,405 375 18,780 ― 18,780

セグメント間の内部

経常収益
75 311 387 134 522 △522 ―

計 15,551 3,241 18,792 510 19,303 △522 18,780

セグメント利益 1,825 113 1,938 148 2,086 △36 2,050

(注) １．一般企業の売上高に代えて、それぞれ経常収益を記載しております。

２．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれていない事業セグメントであり、主なものは保証及びクレジッ

ト業務等であります。

３．調整額は、セグメント間取引消去であります。

４．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。

　
２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

(単位：百万円)

　 報告セグメント

その他 合計
　 銀行業 リース業 計

減損損失 151 ― 151 ― 151
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（のれんの金額の重要な変動）

該当事項はありません。

　
（重要な負ののれん発生益）

該当事項はありません。

　
(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、次のとおりであります。

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式がないので記載しておりません。

　 　
前第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
至　平成24年６月30日)

１株当たり四半期純利益金額 円 8.77 3.87

  (算定上の基礎) 　 　 　

四半期純利益 百万円 1,840 814

普通株主に帰属しない金額 百万円 ― ―

普通株式に係る四半期純利益 百万円 1,840 814

普通株式の期中平均株式数 千株 209,908 209,898

　
(重要な後発事象)

該当する事象はありません。
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２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
　

　
平成24年８月６日

株式会社鹿児島銀行

  取締役会  御中

　
有限責任監査法人トーマツ 　

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士 川    畑    秀    二    ㊞

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士 西    元    浩    文    ㊞

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士 荒    牧    秀    樹    ㊞

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社鹿児島銀

行の平成24年４月１日から平成25年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間(平成24年４月１日から平成

24年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成24年４月１日から平成24年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　
監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　
監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社鹿児島銀行及び連結子会社の平成24年６月30日現在の財政状

態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての

重要な点において認められなかった。

　
利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(※) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当行(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。

EDINET提出書類

株式会社鹿児島銀行(E03598)

四半期報告書

22/22


	表紙
	本文
	第一部企業情報
	第１企業の概況
	１主要な経営指標等の推移
	２事業の内容

	第２事業の状況
	１事業等のリスク
	２経営上の重要な契約等
	３財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

	第３提出会社の状況
	１株式等の状況
	(1)株式の総数等
	①株式の総数
	②発行済株式

	(2)新株予約権等の状況
	(3)行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等
	(4)ライツプランの内容
	(5)発行済株式総数、資本金等の推移
	(6)大株主の状況
	(7)議決権の状況
	①発行済株式
	②自己株式等


	２役員の状況

	第４経理の状況
	１四半期連結財務諸表
	(1)四半期連結貸借対照表
	(2)四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書
	四半期連結損益計算書
	第１四半期連結累計期間
	四半期連結包括利益計算書
	第１四半期連結累計期間
	会計方針の変更等
	注記事項
	セグメント情報


	２その他


	第二部提出会社の保証会社等の情報
	監査報告書

